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新学科長挨拶

このたび、薬学科長への就任を仰せ
つかりました。大髙学部長をはじ

め、教員、職員の皆様のご助言ご協力の
もと、薬学部の一層の発展に寄与して参

りたいと思います。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
　近年の医療分野では現在の知見をもっ
てしても解決できない課題に日々直面し
ており、それに伴い医療に携わる者は現
場で課題を見つけて解決するという能力
が求められています。
　本学部では３年後期から学科配属と同
時に各研究室に所属し卒業研究を始めま
すが、そこでは実験手技のみならず、自
分自身で疑問点を見つけ、研究を通じて
それらを明らかにし、発表するという一
連のプロセスを学び研究能力を身につけ
ます。これはとりもなおさず、医療の現
場における薬に関する問題点を見つけ

（＝問題点発掘）、どうやったら解決でき
るのか（＝理論的思考・問題解決能力）、
そしてどのように伝えれば良いか（＝コ
ミュニケーション能力）ということと一

致することから、医療人にとって卒業研
究はこれからの医療人が真に社会からの
信頼を得て医療の発展に貢献するための
基盤といえます。
　薬学科は現場で通用する医療人および
医療研究者の養成を目指していますが、
最近の薬学科卒業生の進路は薬剤師に限
りません。薬学科では「インタラクティ
ブ YAKUGAKUJIN 養成」を掲げ、既存
の進路の枠にとらわれない新しい分野に
活躍できる人材の養成に向け、様々な仕
組みや取組を作っています。学生の皆さ
んは在学中に大学を十分に活用して、世
界に目を広げ、薬学の目的である「医薬
品を通して人の医療と健康に貢献するこ
と」の実現に向けて薬学部で身につけた
能力を存分に発揮してもらいたいと願っ
ています。

薬学科長

土 屋 浩 一 郎
Koichiro Tsuchiya

　薬学科長就任のご挨拶

2 015年４月１日付で創製薬科学科
長を拝命いたしました。京都大学

大学院を中退し、薬品分析学研究室の助
手に着任したのは1988年６月のこと。

今では、薬学部教員の中で３番目、教授
では１番の古株になりました。
　４年制の創製薬科学科では、徳島高等
工業学校応用化学科製薬化学部としての
創設（1922年）以来の創薬志向の伝統
のもと、幅広い知識と技能を身につけ薬
学の多様な分野で活躍できる研究者の養
成をめざした教育を行っています。同学
科には、分子創薬化学、創薬理論化学、
機能分子合成薬学、製剤設計薬学、薬品
分析学の計５研究室が属しています。と
は言え、学生の皆さんは、所属学科に関
わらず研究室を選ぶことができます（私
の薬品分析学研究室では、これまでの配
属生の88.5％は薬学科生です）。
　本学部が採用する２学科一括募集の入
試制度の理想「薬学の基本（コア）を十
分学んだ後、本人の希望・能力・適性に
応じて自分の適する進路に進む」は、薬

学科への志望の偏りから、十分には実現
できていません。創薬系の教育内容は充
実していますので、今後は研究というよ
りも、研究者になることの魅力をいかに
伝えるかが課題かと思います。４月の新
入生ガイダンスでは、そういったことを
学科長として語りました。現在検討され
ている入試制度の改革〜平成30年度入
学生から、４年制学科では薬剤師国家試
験受験資格が得られなくなることが背景
にあります〜も視野に入れ、４年制学科
のより良い方向をめざします。
　社会では人間としての総合力が問われ
ます。学生の皆さんには、勉学だけでな
く、学生同士の交流やサークル活動な
ど、何事にも積極的に取り組み、生き生
きとした印象を発せられる人間になって
いただきたいと願います。

創製薬科学科長

田 中 秀 治
Hidej i  Tanaka

　研究者になることの魅力を伝えたい



Faculty of Pharmaceutical Sciences, Tokushima University

�　　薬学部だより

国際学術交流

平成27年 ２ 月 ４ 日 に 韓 国 薬 学

生との交流シンポジウムが開

催されました。韓国学生は大韓薬剤

師 会 主 催 の「Pharm Young Leader 

Academy（PYLA）」で大塚賞（大塚

製薬株式会社からの表彰）に選ばれた

10名で、大塚製薬の研究所などを見

学する目的で来日しました。大塚製薬

り、大髙学部長のご希望でアルコール

ありのパーティーとなりました。大い

に盛り上がり、伝え聞いた話では韓国

学生の帰りの送迎バスに乗り込み、ア

ルコール対決延長戦に挑んだ徳大学生

もいたそうです。

　シンポジウムには120名、交流会に

は60名もの徳大学生が参加しました。

韓国学生の積極的な姿勢を見て大いに

刺激を受けていたようで、大変有意義

な交流シンポジウムとなりました。こ

のような貴重な機会を与えて下さいま

した大塚製薬の鳥山様、浜本様、通訳

を担当して下さいましたパク様、また

薬学部長大髙先生、司会進行を担当し

て下さいました竹内先生（薬品分析

学）、準備等でご尽力・ご支援いただ

きました薬学部総務課の皆様に感謝い

たします。

から徳島大学薬学部学生との交流会を

ご提案いただき、本会を開催する運び

となりました。

　まず、蔵本キャンパス藤井節郎記念

医科学センターにて、徳大から佐藤先

生（医薬品情報学）、梨花女子大学校

からキムさんがそれぞれの国の薬学生

進路状況について説明しました。続い

て「将来志望を実現するためにやるべ

きことは何か」というテーマで３名ず

つの学生が発表を行いました。徳大側

は博士課程の原矢さん（製剤設計薬

学）、辻さん（機能分子合成薬学）、山

本さん（医薬品情報学）が研究内容と

将来の目標について発表しました。パ

ネルディスカッションでは韓国学生が

徳大側の発表内容に対して積極的に質

問していたことが印象的でした。薬学

部スタジオプラザでの交流会では、参

加者が全員20才以上ということもあ

薬物治療学分野　准教授

山 﨑 尚 志
Naoshi  Yamazaki

　韓国・徳島大学薬学部交流シンポジウム

平成26年12月１日（月）から３日 

（水）の３日間、韓国の東國大

学校薬学大学（College of Pharmacy, 

Dongguk University）に斎藤博幸教

授と中尾が訪問しました。平成24年

12月に同大学との間で学術交流協定

が締結されてから、毎年教員が訪問し

て学術セミナーを行うといった交流を

続けています。我々が訪問した12月

若い教員や学生による学術交流が今後

益々活発になることを期待していま

す。

初め、韓国は氷点下の厳しい寒さとな

りましたが、Jungsook Cho 学部長を

はじめ薬学部の教員の方々が温かく迎

えて下さりました。東國大学校はソウ

ル市とコヤン市に二つのキャンパスを

持っており、セミナー当日の午前は同

年９月に徳島大学薬学部を来訪された

Hee-Chul Ahn 先生にソウルキャンパ

スを案内していただきました。キャン

パスの広さや設備の充実さが大変印象

的でした。午後からは薬学部のあるコ

ヤンキャンパスに移り学術セミナーを

行いました。多くの教職員と学生が参

加しており、セミナーに加えて教員の

方とのディスカッションを通して、自

身の見識を広げる非常に有意義な３日

間となりました。

　これまで徳島大学からは教授や准教

授の先生を中心に訪問しておりました

が、今回斎藤教授と共に中尾が訪問さ

せていただいたことで、両部局間での

　東國大学校薬学大学との学術交流

分子創薬化学分野　助教

中 尾 允 泰
Michiyasu Nakao

製剤分子設計学分野　教授

斎 藤 博 幸
Hiroyuki  Sai to

学部長室にて先生方と

学術セミナーを終えて
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研 究 紹 介

我々は、新規治療薬の標的として

細胞内シグナル分子に着目し、

代表的難治性疾患である花粉症におけ

る疾患感受性遺伝子発現シグナルの解

明と遺伝子発現を制御する天然物リガ

ンドを用いての細胞内創薬ターゲット

の同定を試みています。また、同定し

た細胞内創薬ターゲットが糖尿病や、

パーキンソン病、リウマチなどアレル

ギー疾患以外の疾患において症状の改

善をもたらすことを見出し、天然物リ

ガンドを用いたこれらの疾患に対する

治療戦略プロジェクトを推進していま

す。

　花粉症は国民の30％が罹患する国

民病で、その有病率は過去10年間増

加の一途を辿っています。我々は、花

粉症患者において、鼻粘膜ヒスタミン

H1受容体（H1R）遺伝子の発現レベ

ルが、くしゃみや鼻水など花粉症症状

の重篤性と正に相関し、抗ヒスタミン

薬を長期間投与し H1R 遺伝子発現を

抑制することで、症状が軽減できるこ

とを見出しました（図１）。

　また、一般に、アゴニストの反復刺

激により受容体発現量は減少すること

が知られていますが、我々は、HeLa

細胞において、ヒスタミン刺激に伴

い H1R 遺伝子発現が亢進することを

見出し、また、その遺伝子発現シグナ

ルに PKCδが大きく関与しているこ

ンソン病、リウマチに着目し、現在、

我々が同定したシグナル抑制化合物が

症状改善に対して有効であることを明

らかにしています。

　「薬は何のためにあるのかな？」「薬

は病気を治すためにあるんだよね。」

薬を作るためには、病気がどのように

して起こるのかを知らなければいけま

せん。我々は、どのようにすれば病気

を治せるかということを常に考え研究

を行っています。長井長義先生は、ベ

ルリンから帰国後の演説で、自然界か

ら有効成分を発見し、人工合成により

医薬品を生み出すことの重要性を説い

たといわれています。私たちも、疾患

感受性遺伝子という言葉をキーワード

に、疾患の症状発現に強く寄与するシ

グナルを同定し、天然物から発見した

シグナル抑制化合物を用いた症状発現

シグナル抑制による症状の改善を試

み、病気の治療に繋がる研究を行って

いきたいと考えています。

とを明らかにしました。さらに、天然

物由来 H1R 遺伝子発現抑制化合物を

探索し、和漢薬苦参から (-)- マーキ

アインを同定しました。(-)- マーキア

インの有機合成法を確立し、その作用

機序を詳細に解析した結果、PKCδは

Hsp90と結合しており、(-)- マーキ

アインは、この結合を阻害することで

PKCδシグナルを抑制することが明ら

かとなりました（図２）。

　Hsp90はステロイド受容体と結合

し、ステロイドシグナルを調節するこ

とがよく知られています。ヒスタミン

シグナルとステロイドシグナルの両シ

グナルの調節に Hsp90という共通の

分子が作用するということは非常に興

味深いところです。

　アレルギーモデル動物を用いた研究

から、上に述べた PKCδシグナルを抑

制するだけでは鼻症状は完全には抑え

きれないことがわかってきました。一

方、Th2サイトカイン抑制薬のスプラ

タストはモデルラットにおいて鼻症状

を軽減しますが、PKCδシグナルを抑

制しないことがわかりました。そこで、

PKCδシグナルを抑制する抗ヒスタミ

ン薬とスプラタストとをモデルラット

に併用投与したところ、鼻症状をほぼ

完全に抑えられることがわかりまし

た。スプラタストの作用機序を明らか

にし、第２の花粉症症状発現シグナル

を明らかにすることに成功しました。

また、徳島県特産物の阿波番茶やレン

コンの抗アレルギー効果が言い伝えら

れていましたが、面白いことに、阿波

番茶やレンコンが第２のシグナルを抑

制することがわかりました。現在、こ

れらの有効成分の単離・同定を行って

います。

　花粉症の研究から、私たちは、２つ

の花粉症症状発現主要シグナルを同定

することができました。花粉症以外に

もこれらのシグナルが症状発現に強く

寄与する疾患があります。そこで、こ

れらの疾患のうち、糖尿病やパーキ

　症状発現シグナル制御による疾患治療

分子薬理学分野　准教授

水 口 博 之
Hiroyuki  Mizuguchi

図１

図２
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操薬人育成事業

薬学部便り Vol.15にて報告いた
しましたように、平成26年度

文部科学省概算要求の一環である高度
な専門職業人の養成や専門教育機能の
充実に関わる特別経費として「多機能
性人工エキソソーム（iTEX）医薬品
化実践を通じた操薬人育成事業、平成
26年〜平成30年」が採択されていま
す。本事業ではグローバルで活躍でき
る人材の養成もそのミッションの一つ
となっており、その一環として科学の
分かる外部講師（Theresa M. Allen
先生（カナダ・アルバータ大学名誉教
授）、Philip Hawke 先生（静岡県立大
学講師））を招聘しての実践的な英語
教育の推進を行いました。学部１〜４
年は学年ごとに、研究室配属後の学生
に関しては全体あるいは研究室ごと

　この事業を通じた徳大薬学生の
活 躍 を 学 部 の HP（http://www.
tokushima-u.ac.jp/ph/faculty/labo/
mar/iTEX/index.html）に掲載してい
ます。是非、一度ご覧下さい。

に、日常会話から薬局での situation 
practice、また国際学会での発表（口
頭、ポスター）を想定しての実践的な
講義を行いました。
　ご承知のとおり薬学部の入学試験に
は英語がありませんので、在学生の多
くは英語を苦手としています。しかし
ながら、英語はコミュニケーションの
手段の一つであって、何かの試験で高
得点をとることが目的ではありませ
ん。Allen 教授から話しかけられてお
どおどしていた学部生が必死で喋った
broken English が通じたときの笑顔、
大学院生が一所懸命に行った模擬プレ
ゼン後に外国人講師から拍手をもらっ
た時の驚いた顔と満面の笑顔。英語教
育は実践に勝るものはないと確信して
います。本事業では、米国で学位（博
士）を取得された竹内光恵博士にも参
画をいただき、毎日オープンで英語セ
ミナーを開催してもらっています。常
に参加する学生は数人ですが、続けて
いくことで参加者数が増え、その中か
ら世界に羽ばたく人材が生まれてくる
ことを願ってやみません。

薬学部 3 年、薬学準硬式野球部　部長

竹 瀬 俊 輔
Shunsuke Takese

　操薬人育成事業における薬学英語研修プログラム

サークル紹介

私たち薬学準硬式野球部は、現役
選手（１〜３年）が12人とい

う規模の小さな野球部です。初心者か
ら高校野球経験者まで所属しており、
週２回の練習、シーズン中には月数回
の練習試合を行っています。野球には
真剣に取り組みつつ、新歓・追いコ

迷っていました。そんな時に先輩から
誘われて、準硬式野球部に入部するこ
とを決めました。今では野球を続け
て、準硬に入部して良かったと思って
います。キャプテンとしての仕事には
正直まだ慣れていません。ですが、そ
れ以上にやりがいがあるので充実して
います。また、他の部活動でもそうで
すが、同級生だけでなく「先輩・後輩
との繋がり」も強いことも、私たち準
硬式野球部の魅力だと思っています。
　大学で専門分野の勉強に取り組むこ
とはもちろん大切です。それだけでな
く、部活動にも取り組むことでさらに
視野が広がったというのが、これまで
の大学生活で強く実感したことの一つ
です。部活動の一員としての大学生活
もまた、将来の生活に繋がるのではな
いかと私は思っています。

ン・BBQ などのイベントでは思う存
分楽しむ、選手やマネージャー問わず
とても仲の良い部活動です。毎年８月
には関西薬学生連盟準硬式野球大会が
開催され、その大会での優勝を目指し
て頑張っています。また、顧問の石田
先生をはじめ、本学部には薬学準硬出
身の先生も多くおられるような、歴史
のある部活動です。
　少し話が変わりますが、みなさんは

「準硬式野球」をご存知ですか？私自
身も入部するまで詳しく知りませんで
したが、実は大学ではポピュラーな部
活の一つなんです。歴史を遡ってみる
と、握った感覚は従来の軟式球と同じ
ながら、打球感が硬式球と同じという
準硬式球は1949年に完成したそうで
す。予想以上に歴史があり、驚きまし
た。
　私は小学生の頃から野球をしていま
すが、大学では部活動をするかどうか

Philip Hawke 先生

薬剤学分野　教授

石 田 竜 弘　Tatsuhiro Ishida

生物有機化学分野　教授

南 川 典 昭　Noriaki  Minakawa

Theresa M. Allen 先生
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学生の活躍

2 015年２月９日〜13日に米国フ

ロリダ州オーランドで開催され

た11th Annual WORLDSymposium 

2015（We're Organizing Research 

for Lysosomal Diseases）に参加し

ました。本学会では、先天性代謝異常

発表を紹介して頂き、徳島大学での研

究が世界に通用するものだということ

を実感することができました。今回の

国際学会参加により、研究のトレンド

を知ることができただけでなく、プレ

ゼンや英語のスキルが大きく向上した

と感じており、この貴重な経験を今後

の研究の糧としていきたいと思いまし

た。最後になりましたが、国際学会発

表の旅費支援を頂きました大髙章薬学

部長、発表の機会を与えて下さいまし

た伊藤孝司教授をはじめ、関係の諸先

生方に心よりお礼申し上げます。

症であるリソソーム病に関して、基礎

研究、トランスレーショナルリサーチ

および臨床試験に至るまで幅広い研究

成果が発表されます。また、欧米の製

薬企業が数多く参加していたことも特

徴的でした。今回は80演題の口頭発

表と300演題以上のポスター発表が

あり、私は口頭発表に採択されまし

た。拙い英語での発表でしたが、著名

な先生からも質問して頂き、納得して

頂ける回答ができたことは大きな自信

になりました。また、発表後には米国

テイ・サックス病および関連疾患協会

（NTSAD）の Executive Director であ

る Kahn 氏に声をかけて頂き、リソ

ソーム病患者さんに関する様々な情

報を教えて頂くことができたのは大

きな収穫でした。また、学会後には

NTSAD のマンスリーレビューで私の

　国際学会「WORLDSymposium 2015」に参加して

2 014年12月６日から10日まで

の５日間、アメリカのフィラ

デルフィアで開催された国際学会

「American Society for Cell Biology 

2014 Annual Meeting」に参加させ

ていただき、ポスター発表を行いまし

た。本学会は年に１度開催されてお

り、アメリカのみならず、ヨーロッ

パ、アジアからも多数の研究者が細胞

ました。今回の学会発表では初めての

ことが多く、様々なことに挑戦するこ

とができたとともに、英語力など足り

ないものも認識することができまし

た。今回の経験を今後の励みにしてい

きたいと思います。

　最後になりましたが、国際学会発表

の旅費支援を頂きました大髙章薬学部

長、国際学会での発表の機会を与えて

下さいました生物薬品化学分野 篠原

康雄教授をはじめ、関係の諸先生方に

心よりお礼申し上げます。

生物学に関する研究を発表していま

す。

　今回は私にとって初めての国際学会

への参加であり、これまでに参加して

きた国内学会との規模や雰囲気の違い

に圧倒させられた５日間となりまし

た。今回はポスター発表ではありまし

たが、自身の研究成果を英語で表現す

ることの難しさを痛感しました。発表

までにポスター内容の説明や質疑応答

への対策について何度も推敲、練習を

繰り返しましたが、なかなか伝わらな

い場面もありました。しか

し、理解してもらえた時には

大きな喜びを感じることがで

きました。他の研究者の発表

も興味深いものが多く、積極

的にコミュニケーションをと

り質問をすることもでき、貴

重な経験となりました。ま

た、現地の歴史や文化を学ぶ

こともでき、良い刺激となり

　国際学会「ASCB2014」に参加して

生物薬品化学分野　博士後期課程 3 年

井 戸 佑 介
Yusuke Ido

創薬生命工学分野　博士後期課程 3 年

北 風 圭 介
Keisuke Ki takaze
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学会賞等受賞

【教員の受賞】

■物理系薬学部会奨励賞
受　賞　者：山本　武範（蛋白質発現分野） ／ 受賞年月日：平成27年３月26日
表彰団体名：日本薬学会物理系薬学部会 ／ 受 賞 内 容：物理系薬学部会奨励賞

【学生の受賞】

■優秀発表賞
受　賞　者：北風　圭介（Ｄ2）
受賞年月日：平成26年９月20〜21日
表彰団体名：日本薬学会生物系薬学部会
受 賞 内 容：第13回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォー

ラム2014の口頭発表

■第51回ペプチド討論会　ポスター賞
受　賞　者：佐藤　浩平（Ｄ3）
受賞年月日：平成26年10月24日
表彰団体名：日本ペプチド学会
受 賞 内 容：Development of N-glycosylated asparagine 

ligation and its application to total chemical 
synthesis of GM2 activator protein

■第51回ペプチド討論会　若手口頭発表優秀賞
受　賞　者：津田　雄介（Ｍ2）
受賞年月日：平成26年10月23日
表彰団体名：日本ペプチド学会
受 賞 内 容：Preparation of peptide/protein thioesters using 

a chemical protocol applicable to expressed 
proteins

■学生発表奨励賞
受　賞　者：城古　拓磨（Ｂ4）
受賞年月日：平成26年１月10日
表彰団体名：日本薬学会中国四国支部
受 賞 内 容：Doxil の抗腫瘍効果における免疫細胞の関与に関

する検討

研 究 者 名：山本　武範（蛋白質発現分野）
助成団体名：興和生命科学振興財団
研究課題名：カルシウム誘導性のミトコンドリア透過性遷移を制

御する因子の探索とその臨床応用に向けた研究
助 成 金 額：100万円
採択決定日又は通知日：平成26年11月19日

研究助成金等の採択について

■徳島大学学生表彰
○受　賞　者：佐藤　浩平（Ｄ3）

受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

○受　賞　者：辻　　耕平（Ｄ3）
受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

○受　賞　者：傳田　将也（Ｄ2）
受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

○受　賞　者：粟飯原　圭佑（Ｄ1）
受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

○受　賞　者：津田　雄介（Ｍ2）
受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

○受　賞　者：小宮　千明（Ｍ1）
受 賞 内 容：研究活動の振興に功績

受賞年月日：平成27年３月10日
表彰団体名：徳島大学

■SFE -ORAL PRESENTATION AWARD- 2015 
Third Prize
受　賞　者：中野　友寛（Ｍ2）
受賞年月日：2015年２月20〜22日
表彰団体名：SOCIETY FOR ETHNOPHARMACOLOGY
受 賞 内 容：2nd International Congress of the Society for 

Ethnopharmacology における口頭発表

■優秀発表賞
受　賞　者：伊藤　　丹（Ｂ4）
受賞年月日：平成27年３月31日
表彰団体名：日本薬学会第135年会
受 賞 内 容：カフェイン－シュウ酸２：１共結晶のメカノケミ

カル合成における機械的エネルギーと温度の影響

研 究 者 名：中山　　淳（有機合成薬学）
助成団体名：公益財団法人 上原記念生命科学財団

（平成26年度　研究奨励金）
研究課題名：極小蛍光分子を用いた実践的キナーゼ阻害薬の探索

研究
助 成 金 額：200万円
採択決定日又は通知日：平成26年12月17日


